
平成２９年度第３回安来市創生総合戦略推進会議  
平成２９年１０月１２日（木）午後１時３０分～ 
安来中央交流センター 音楽室  

次  第  
 ○開会の挨拶  
  会議成立報告    
 ○議  事  
 （１）総合戦略事業（基本目標４）について    
 （２）総合戦略事業（平成２８年度）について（アンケート結果）    
 （３）分科会    
 ○その他   
  
○閉会の挨拶     



基本目標１ 【資料】
○合計特殊出生率の推移（単年ごと）

指標 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23
基準値 国 1.26 1.32 1.34 1.37 1.37 1.39 1.39
目標値 島根県 1.5 1.53 1.53 1.51 1.55 1.68 1.61
※基準値�、出生届の数（4月～3月） 松江圏域 1.36 1.45 1.51 1.5 1.51 1.56 1.48

安来市 1.56 1.58 1.56 1.49 1.49 1.67 1.49
【実績値】 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

H26 H27 H28 国 1.41 1.43 1.42 1.45 1.44
274人 27３人 263人 島根県 1.68 1.65 1.66 1.78 1.75

松江圏域 1.64 1.62 1.64 1.77 1.67
【状況】 目標を下回ったため注視が必要である。 安来市 1.49 1.49 1.59 1.58 1.68

基本目標２

指標
基準値
目標値
※基準値�総務省統計局「住民基本台帳人口移動報告」 ○米子市及び松江市の転入、転出の状況

H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）
【実績値】 米子市から転入 147 116 158 163 140

201 193 221 154 189
転入 転出 転入-転出 転入 転出 転入-転出 転入 転出 転入-転出 ▲ 54 ▲ 77 ▲ 63 9 ▲ 49

252 330 ▲ 78 248 349 ▲ 101 261 347 ▲ 86 250 200 194 179 223
297 261 258 237 257

【状況】 前年度よりマイナス幅�縮小したが、基準値に�達していない。 ▲ 47 ▲ 61 ▲ 64 ▲ 58 ▲ 34

基本目標３

指標
基準値
目標値
※基準値�総務省統計局「住民基本台帳人口移動報告」

○平成28年　島根県集計データ（人口移動）　※平成27年10月1日～平成28年9月30日集計
【実績値】

転入 転出 転入-転出 転入 転出 転入-転出 転入 転出 転入-転出
192 230 ▲ 38 197 191 6 195 165 30

【状況】 初めて目標値を上回ったが、今後も注視が必要。 689,817 694,352 ▲ 4,535 ▲ 1,689 ▲ 2,846 ▲ 0.65
618,757 622,185 ▲ 3,428 ▲ 1,202 ▲ 2,226 ▲ 0.55

基本目標４ 205,775 206,230 ▲ 455 ▲ 45 ▲ 410 ▲ 0.22
57,399 58,105 ▲ 706 ▲ 326 ▲ 380 ▲ 1.22

指標 172,177 171,938 239 259 ▲ 20 0.14
基準値 47,088 47,718 ▲ 630 ▲ 259 ▲ 371 ▲ 1.32
目標値 34,628 35,166 ▲ 538 ▲ 251 ▲ 287 ▲ 1.53
※基準値�、H26総合計画のアンケート結果 39,063 39,528 ▲ 465 ▲ 215 ▲ 250 ▲ 1.18

24,121 24,468 ▲ 347 ▲ 152 ▲ 195 ▲ 1.42
38,506 39,032 ▲ 526 ▲ 213 ▲ 313 ▲ 1.35
71,060 72,167 ▲ 1,107 ▲ 487 ▲ 620 ▲ 1.53
12,792 13,063 ▲ 271 ▲ 145 ▲ 126 ▲ 2.07
4,948 5,031 ▲ 83 ▲ 41 ▲ 42 ▲ 1.65
3,365 3,442 ▲ 77 ▲ 38 ▲ 39 ▲ 2.24
4,775 4,900 ▲ 125 ▲ 59 ▲ 66 ▲ 2.55

10,977 11,101 ▲ 124 ▲ 45 ▲ 79 ▲ 1.12
7,548 7,653 ▲ 105 ▲ 44 ▲ 61 ▲ 1.37
6,262 6,374 ▲ 112 ▲ 53 ▲ 59 ▲ 1.76
2,328 2,353 ▲ 25 ▲ 15 ▲ 10 ▲ 1.06
2,950 3,027 ▲ 77 ▲ 37 ▲ 40 ▲ 2.54

635 615 20 12 8 3.25
14,480 14,608 ▲ 128 ▲ 22 ▲ 106 ▲ 0.88

※市部で�、出雲市のみ増。安来市�松江市に続き減少率が低い。

隠岐の島町（隠岐郡）
知夫村（隠岐郡）

西ノ島町（隠岐郡）
海士町（隠岐郡）
吉賀町（鹿足郡）

津和野町（鹿足郡）
邑南町（邑智郡）
美郷町（邑智郡）
川本町（邑智郡）
飯南町（飯石郡）

奥出雲町（仁多郡）
町村計

産業振興により、若者に魅力ある雇用の場を創出する

総合戦略総合戦略総合戦略総合戦略のののの数値目標数値目標数値目標数値目標のののの状況状況状況状況

若い世代の結婚・出産・子育てを”支援（てご）”する

出生数
267人（H25）

272人（H27～H31年平均）

松江市から転入

20代の社会移動
▲58人（H25）

±0人（H27～31年平均）

H26 H27 H28 米子市へ転出

H28
市町村名

住環境を向上し、市民の定住意識を高める

（転入-転出）

松江市へ転出

▲71人（H25）

（転入-転出）

70％（H30）

30代の社会移動

+26人（H27～31年平均）

H26 H27

女 率（％） 

多種多様で魅力的な”地域（じげ）”を形成する

安来市への愛着度
62.3％（H26）

江津市
雲南市

県計
市計

松江市
浜田市
出雲市

安来市
大田市
益田市

 平成28年10
月１日 現在
推計人口

平成27年 10
月1日現在
推計人口

人口増減

総数 男



○基本目標

○具体的な施策

○重要業績評価指標（以下「KPI」という。）

指標名

基準値 目標値

○事業内容

事業名

(1) 詳細�事業別シートP1、P2参照のこと

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

○KPIの状況

○創生総合戦略推進会議の効果検証・意見等

○備考

単年度

期間中集計

内部評価

外部評価

達成　・　未達成

◎

平成29年度

平成30年度

平成31年度
（総合評価）

単位：組

◎ ○

H27 H28 H29 H30 H31

4 4

4

平成27年度

平成28年度

8

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）管理シート

12人（累計）

4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

-人（H26）

地域おこし協力隊制度による移住者（家族含む）

(1)-①地域コミュニティの担い手の確保・育成

地域おこし協力隊事業（実績報告P13　No.1）

1



○基本目標

○具体的な施策

○重要業績評価指標（以下「KPI」という。）

指標名

基準値 目標値

○事業内容

事業名

(1) 詳細�事業別シートP3、P4を参照のこと

(2) 詳細�事業別シートP5、P6を参照のこと

(3)

(4)

(5)

(6)

○KPIの状況

○創生総合戦略推進会議の効果検証・意見等

○備考

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）管理シート

20人（累計）

4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

11人（H20～H26）

新規就農者数

(1)-②農林業の担い手の確保・育成

新規就農研修事業【再掲】（管理シートP13　No.2）

就農・定住パッケージ事業【再掲】（管理シートP13　No.3）

4

平成27年度

平成28年度

単位：人

○ ○

H27 H28 H29 H30 H31

2 2

2

単年度

期間中集計

内部評価

外部評価

達成　・　未達成

○

平成29年度

平成30年度

平成31年度
（総合評価）

2



○基本目標

○具体的な施策

○重要業績評価指標（以下「KPI」という。）

指標名

基準値 目標値

○事業内容

事業名

(1) 詳細�事業別シートP7、P8を参照のこと

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

○KPIの状況 単位：組

H27 H28 H29 H30 H31

○創生総合戦略推進会議の効果検証・意見等

○備考

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）管理シート

15人（累計）

4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

3人（H26）

新規林業従事者数

(1)-②農林業の担い手の確保・育成

みどりの担い手確保緊急対策事業【再掲】（実績報告P13　No.3）

平成27年度

平成28年度

4

3 1

3

○ ○

単年度

期間中集計

内部評価

外部評価

達成　・　未達成

○

平成29年度

平成30年度

平成31年度
（総合評価）

3



○基本目標

○具体的な施策

○重要業績評価指標（以下「KPI」という。）

指標名

基準値 目標値

○事業内容

事業名

(1) 詳細�事業別シートP9、P10を参照のこと

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

○KPIの状況

○創生総合戦略推進会議の効果検証・意見等

○備考

単年度

期間中集計

内部評価

外部評価

達成　・　未達成

○

平成29年度

平成30年度

平成31年度
（総合評価）

単位：組

○

H27 H28 H29 H30 H31

154

154

平成27年度

平成28年度

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）管理シート【先行型交付金】

200人

4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

地域づくり実践研修会参加者数

(2)地域の拠点づくり

地区交流センター（公民館）活性化事業（実績報告P14　No.4）

4



○基本目標

○具体的な施策

○重要業績評価指標（以下「KPI」という。）

指標名

基準値 目標値

○事業内容

事業名

(1) 詳細�事業別シートP11、P12を参照のこと

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

○KPIの状況

○創生総合戦略推進会議の効果検証・意見等

○備考

単年度

期間中集計

内部評価

外部評価

達成　・　未達成

○

平成29年度

平成30年度

平成31年度
（総合評価）

単位：人

○

H27 H28 H29 H30 H31

6.4

6.4

平成27年度

平成28年度

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）管理シート【先行型交付金】

10人

4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

１便あたりの平均乗車数

(3)-①公共交通の充実

生活交通ネットワーク再編事業（管理シートP14　No.5）

5



○基本目標

○具体的な施策

○重要業績評価指標（以下「KPI」という。）

指標名

基準値 目標値

○事業内容

事業名

(1) 詳細�事業別シートP13、P14を参照のこと

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

○KPIの状況

○創生総合戦略推進会議の効果検証・意見等

○備考

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）管理シート【先行型交付金】

3事業

4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

連携事業数

(3)-①公共交通の充実

生活交通ネットワーク再編事業（実績報告　P14）

平成27年度

平成28年度

単位：人

○

H27 H28 H29 H30 H31

1

1

単年度

期間中集計

内部評価

外部評価

達成　・　未達成

○

平成29年度

平成30年度

平成31年度
（総合評価）

6



○基本目標

○具体的な施策

○重要業績評価指標（以下「KPI」という。）

指標名

基準値 目標値

○事業内容

事業名

(1) 詳細�事業別シートP15、P16を参照のこと

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

○KPIの状況

○創生総合戦略推進会議の効果検証・意見等

○備考

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）管理シート

36万人(平均）

4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

36万人(H26）

イエローバス利用者数

(3)-①公共交通の充実

イエローバス運行事業（実績報告P14　No.6)

323,888

平成27年度

平成28年度

単位：人

○ ○

H27 H28 H29 H30 H31

332,633 323,888

332,633

単年度

期間中集計

内部評価

外部評価

達成　・　未達成

○

平成29年度

平成30年度

平成31年度
（総合評価）

7



○基本目標

○具体的な施策

○重要業績評価指標（以下「KPI」という。）

指標名

基準値 目標値

○事業内容

事業名

(1) 詳細�事業別シート(1)参照のこと

(2) 詳細�事業別シート(2)参照のこと

(3) 詳細�事業別シート(3)参照のこと

(4) 詳細�事業別シート(4)参照のこと

(5) 詳細�事業別シート(5)参照のこと

(6) 詳細�事業別シート(6)参照のこと

○KPIの状況

○創生総合戦略推進会議の効果検証・意見等

○備考

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）管理シート

13.0km（累計）

4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

-km

道路改良延長

(3)-②道路ネットワークの整備

道路改良事業（実績報告P15　No.7）

3.19

平成27年度

平成28年度

単位：km

○ ○

H27 H28 H29 H30 H31

0.89 2..2

0.89

単年度

期間中集計

内部評価

外部評価

達成　・　未達成

○

平成29年度

平成30年度

平成31年度
（総合評価）

8



（管理シートP1）

○事業費

○事業内容・課題等

次年度での対応

次年度での対応

基本目標 4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）事業別シート（１）

事業名 地域おこし協力隊事業（実績報告P13　No.1）

農林振興課担当部署

課題等 市民・利用者･関係者等の反応

サポーター制度の協力隊が確保できて
ないため、早期の人材確保が課題と
なっている。

平
成
3
1

年
度

協力隊の任期後（最長3年）の定住に向
けた受け皿づくりが課題となっている。

平
成
2
9

年
度

平
成
3
0

年
度

地域おこし協力隊員2名を比田地区に派遣
し、地域ビジョンづくり、農業研修活動、地
域の催事や伝統芸能
活動への参加応援等、地域課題の解決に
向けた地域おこし活動を行った。

平
成
2
8

年
度

地域おこし協力隊員を募集し、やすぎ農業
サポートセンター支援及び農業活性化支援
を実施し、協力隊員による地域課題の解決
に向けた地域おこし活動を行う（新規2
名）。

資料

有

有

取り組み内容・成果

受入地域にも活気が出てきて
おり、協力隊本人と地域からの
反応も良好。

就農相談会などの機会を通じ
て継続して募集活動を行い、人
材の確保を進める。

次年度での対応

サポーター事業も活性化し、協
力隊本人と受入組織からの反
応も良好。

次年度での対応
関係機関一体となり定住に向
けた支援をおこなうとともに、
フェア等を通じて継続して募集
を行う。

次年度での対応

具体的な施策 (1)-①地域コミュニティの担い手の確保・育成

H31

単位：円

平
成
2
7

年
度

H27

7,214,342

H28

12,796,140

H29 H30

1



【補足資料(1)】

事業名：

担当部署：

＜平成２８年度＞

　やすぎ農業サポートセンター協力隊 農業活性化支援協力隊

地域おこし協力隊事業（実績報告P13　No.1）

農林振興課

平成27年度

2



（管理シートP2)

○事業費

○事業内容・課題等

次年度での対応

次年度での対応

次年度での対応

具体的な施策 (1)-②農林業の振興

H31

単位：円

平
成
2
7
年
度

H27

4,896,183

資料

有

有

課題等 市民・利用者･関係者等の反応

いちご、有機野菜での新規就農者の確
保、育成

平
成
3
1
年
度

有機野菜での新規就農者の確保、育成

平
成
2
9
年
度

平
成
3
0
年
度

UIターン就農や後継就農を目指す研修生
を対象として、主に指導農業士のほ場にお
いて農業の実地研修を行い、農業技術及
び農業経営力の習得を目指した。（H27研
修受入　5名）
また、国、県の給付金制度を活用し、新規
就農者の早期経営安定を図った。
・給付金対象者　5名

平
成
2
8
年
度

UIターン就農を目指す研修生を対象とし
て、主に指導農業士のほ場において農業
の実地研修を行い、農業技術及び農業経
営力の習得を目指した。(H28研修受入　7
名)
また、国、県の給付金制度を活用し、新規
就農者の早期経営安定を図った。
・給付金対象者　7名

H28

10,856,778

H29 H30

次年度での対応

取り組み内容・成果

指導農業士のもとでのマンツー
マンの指導により技術、知識が
学べ研修生の反応�良好。

関係機関一体となり就農相談
から研修受入、その後のフォ
ローをさらに充実する。

指導農業士のもとでのマンツー
マンの指導により技術、知識が
学べ研修生の反応�良好。

次年度での対応
関係機関一体となり就農相談
から研修受入、その後のフォ
ローをさらに充実する。

基本目標 2.産業振興により、若者に魅力ある雇用の場を創出する

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）事業別シート（１）

事業名 新規就農研修事業

農林振興課担当部署

3



【補足資料(1)】

事業名：

担当部署：

○新規就農研修生の推移

年度 H24 H25 H26 H27 H28

研修生（数） 8 4 3 5 7

新規就農研修事業

農林振興課

平成27年度

※研修期間�2年間を目安としているため、年度別の人数�新
規で受け入れた人数としている。

4



（管理シートP2)

○事業費

○事業内容・課題等

平
成
2
8
年
度

ＵＩターンによる新規就農及び地域定住の
促進を図るため、就農研修生及び認定新
規就農者を対象に定住促進賃貸住宅を整
備した。
比田住宅　1棟
赤江住宅　1棟

農地を確保でき、新規就農者を積極的
に受け入れる集落体制づくり

平
成
2
9
年
度

平
成
3
1
年
度

次年度での対応

次年度での対応

平
成
3
0
年
度

次年度での対応

資料

住宅の設計に希望が反映でき
る仕組みとなっており、対象者
からの反応�良好。

次年度での対応
新規就農者を積極的に受入れ
る集落の確保を進める。

有

平
成
2
7
年
度

次年度での対応

取り組み内容・成果 課題等 市民・利用者･関係者等の反応

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）事業別シート（１）

事業名 就農・定住パッケージ事業【再掲】　※H28年度～新規

担当部署 農林振興課

基本目標 2.産業振興により、若者に魅力ある雇用の場を創出する

具体的な施策 (1)-②農林業の振興

単位：円

H27 H28 H29 H30 H31

45,770,400

5



【補足資料(1)】

事業名：

担当部署：

【事業のポイント】

【事業概要】

　市がＵＩターンで新規就農する世帯を対象とし、定住住宅を建設する。

【事業要件】

　次の要件を満たした地域で事業可能

【事業費】

【財源スキーム】

事業費の上限を設定し、過疎対策事業債（ハード、充当率７５％、交付税算入率７０％）を活用す
る。後年度交付税措置のない純粋な市負担分について�、入居者からの家賃収入で回収する

平成27年度

就農・定住パッケージ事業

農林振興課

（１）集落ビジョン策定集落
　　集落ビジョンにおいて、ＵＩターン者の受け入れによる集落の担い手確保や農地、住環境など
受け入れ環境の整備などの取り組みを掲げている集落であること
（２）営農条件（師匠、営農活動）
　　農業者（師匠）がおり、研修の受け入れや就農時の農地が確保されている集落であること
（３）居住条件
　　空き家等で農地に近接する住宅確保が難しい集落
（４）土地の確保
　　地主、集落、市の３者による協議に基づき、提供用地を市が賃借する

○事業費上限　22,000千円
○住宅�、受け入れ集落及び入居者の将来ビジョン実現のため、就農研修期間から建設可能と
し、入居者と市の協議により基本設計から詳細な仕様などを決定するオーダー方式とし、事業費
上限内で入居者の希望に対応する。

住居住居住居住居

農地農地農地農地

師匠師匠師匠師匠

集落集落集落集落

施設施設施設施設

就農就農就農就農

者者者者

子育て世

帯
単身

者

将来の集落の担い手として

期待される人材の確保

園芸産地の活性化

集落機能の維持・

課題解決に寄与する効果

6



（管理シート　P3）

○事業費

○事業内容・課題等

次年度で�対応

次年度で�対応

次年度で�対応

具体的な施策 (1)-②農林業�担い手�確保・育成

H31

単位：円

平
成
2
7
年
度

H27

3,000,000

取り組み内容・成果 資料

有

有

市民・利用者･関係者等�反応

ハローワーク等で募集をしているが、応
募が少なく、新規林業従事者をいかに
確保していくかが課題。

平
成
3
1
年
度

ハローワーク等で募集をしているが、応
募が少なく、新規林業従事者をいかに
確保していくかが課題。

平
成
2
9
年
度

平
成
3
0
年
度

  高齢化、減少化が進む林業労働者�確
保�ため、作業員就労条件整備事業、新
規参入促進対策事業等　メニューにあわせ
て補助金を交付した。

平
成
2
8
年
度

  高齢化、減少化が進む林業労働者�確
保�ため、作業員就労条件整備事業、新
規参入促進対策事業等　メニューにあわせ
て補助金を交付した。

H28

3,000,000

H29 H30

次年度で�対応

しまね東部森林組合�反応�
良好

新規林業従事者へ�サポート
体制�強化

しまね東部森林組合�反応�
良好

次年度で�対応
新規林業従事者へ�サポート
体制�強化

基本目標 4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）事業別シート（１）

事業名 みどり�担い手確保緊急対策事業【再掲】（実績報告P13　No.3）

農林振興課担当部署

7



【補足資料(1)】

事業名：

担当部署：

＜平成２７年度＞

　みどりの担い手確保緊急対策事業メニュー　事業主負担の1/4補助

＜平成２８年度＞

　みどりの担い手確保緊急対策事業メニュー　事業主負担の1/4補助

健康保険・農林年金・中小企業退職共済等の事業主負担に対し支援

新規就労に必要な設備の整備に対し支援

健康診断に係る事業主負担に対し支援

新規就労に必要な設備の整備に対し支援

みどりの担い手確保緊急対策事業【再掲】（実績報告P13　No.3）

農林振興課

平成28年度

　　・作業員就労条件整備事業

　　・有給休暇促進事業 有給休暇取得に係る事業主負担に対し支援

健康保険・農林年金・中小企業退職共済等の事業主負担に対し支援

　　・新規就労設備事業

　　・健康診断事業

　　・新規就労設備事業

　　・作業員就労条件整備事業

　　・有給休暇促進事業

　　・健康診断事業 健康診断に係る事業主負担に対し支援

有給休暇取得に係る事業主負担に対し支援

8



（管理シートP4)

○事業費

○事業内容・課題等

具体的な施策 (2)地域の拠点づくり

H31

単位：円

平
成
2
7
年
度

H27

1,768,866

H28 H29 H30

有

取り組み内容・成果

地域の方と取り組んだ実践を
聞き、地域づくりについて考え
ることができたとの声あり。

実践成果を交流センター間で
共有し、人づくりを意識した取
組となるよう行政職員も一緒に
考えていく。

次年度での対応

次年度での対応

次年度での対応

課題等 市民・利用者･関係者等の反応

平日開催だったため、参加が限られた
感があるので、より多くの方に参加して
いただき、交流センターの取り組みを理
解していただけるよう開催日、開催方法
工夫が必要。

平
成
3
1
年
度

平
成
2
9
年
度

平
成
3
0
年
度

「がんばる地域おこし支援事業」で取り組ん
できた特色ある地域づくりの成果を共有し、
“人づくり”の拠点である交流センターの役
割と地域づくりについて考える。H28.2.19
（金）開催。
交流センター職員、運営協議会役員、社会
教育委員、自治会関係者、行政関係者等
の参加があり、広く人づくり、地域づくりに
ついて考える機会となった。

平
成
2
8
年
度

資料

基本目標 4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）事業別シート（１）

事業名 地区交流センター（公民館）活性化事業（実績報告P14　No.4）

地域振興課担当部署

次年度での対応

次年度での対応

9



【補足資料(1)】

事業名：

担当部署：

１．目　的：

２．主　催：安来市交流センター連絡協議会、安来市地域振興課

３．日　時：平成28年2月19日（金）13:00～17:00

４．会　場：広瀬中央交流センター

５．参加者154名

６．内　容：

　（１）実践発表

地域ビジョン作成支援事業（広瀬、東比田、西谷、母里）

地域力醸成企画提案事業（島田、荒島、下山佐、奥田原、井尻）

　（２）講演「住民総参加による地域づくり」

講師：藤原　義光氏（公益財団法人ふるさと島根定住財団理事長）

　（３）全体協議

※当日の様子

がんばる地域づくり支援事業

○目的

（１）地域ビジョン作成支援事業（上限80千円）

（２）地域力醸成企画提案事業（新規：上限200千円、継続100千円）

（３）研修派遣事業（上限100千円）

地区交流センター（公民館）活性化事業（実績報告P14　No.4）

地域振興課

平成27年度

“人づくり”の拠点である交流センターが、地域住民とともに地域の課題を掘り下げ、その解決
に向けた学習・実践活動を行い、特色ある地域づくりにつなげていく。

「がんばる地域おこし支援事業」で取り組んできた特色ある地域づくりの成果を共有し、“人づく
り”の拠点である交流センターの役割と地域づくりについて考えていくため、実践発表研修会を
開催。

10



（管理シート　P5）

○事業費

○事業内容・課題等

具体的な施策 (3)-①公共交通�充実

H31

単位：円

平
成
2
7
年
度

H27

10,952,242

H28 H29 H30

取り組み内容・成果

おおむね良好

利用者を伸ばすため、一部路
線を延長し、住宅団地へ�運
行を行うこととした

次年度で�対応

次年度で�対応

次年度で�対応

課題等 市民・利用者･関係者等�反応

運行時間�増加により、運行委託料�
増加しており、利用者数が伸びても委託
料増分を回収できるわけで�ない。

平
成
3
1
年
度

平
成
2
9
年
度

平
成
3
0
年
度

既存�買い物バス路線を短縮し、市街地
循環バス路線を設置した。
市街地へ�輸送を迅速化し、利便性�向
上を図った結果、乗車人員が27％増加した

平
成
2
8
年
度

資料

基本目標 4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）事業別シート（１）

事業名 生活交通ネットワーク再編事業（管理シートP14　No.5）

市民参画課担当部署

次年度で�対応

次年度で�対応

11



【補足資料(1)】

事業名：

担当部署：

従来

路線再編後

平成26年度の買い物バス乗車人数�１便あたり5.05名に対し、27年度買い物バス�１便当たり
3.58名、市街地循環バス�2.85名となりトータルでの利用者数�6.43名となり、従来より27％増加
した

生活交通ネットワーク再編事業（管理シートP14　No.5）

市民参画課

平成27年度

市街地への移動を促進することと、利便性の高い運行を実現する為、「市街地循環バス」の運行
を開始し、路線重複する「買い物バス」の路線縮小を行った。

従来�中海沿岸地域で�買い物バスが市街地への移動をになっていたが、本事業により「市街
地循環バス」が主に市街地から東側に住んでいる方を、「買い物バス」が西側に住んでおられる
方を市街地に誘導すると役割を明確化したことにより、利用者の利便性向上を図った。また市街
地を通るバスが増えることにより、市街地の施設間のバス移動も容易になった。

市
街
地

安
来
駅

和
田
団
地
等

荒
島
駅
等

買い物バス

和
田
団
地
等

安
来
駅

荒
島
駅
等

市
街
地

買い物バス 市街地循環バス

12



（管理シートP6）

○事業費

○事業内容・課題等

次年度で�対応

次年度で�対応

基本目標 4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）事業別シート（１）

事業名 生活交通ネットワーク再編事業（実績報告　P14）

市民参画課担当部署

課題等 市民・利用者･関係者等�反応

事業�地元住民�ボランティアで支えら
れており、個々�ボランティアに過度な
負担がかからないようにする必要がある

平
成
3
1

年
度

平
成
2
9

年
度

平
成
3
0

年
度

宇波地区において自治会輸送が運行され
ることとなり、同地区�公共交通空白状態
が解消された

平
成
2
8

年
度

資料取り組み内容・成果

地元�おおむね好意的であり、
他地域から�関心も高い

運行に関する経費について
�、引き続き市としても援助し
ていく

次年度で�対応

次年度で�対応

次年度で�対応

具体的な施策 (3)-①公共交通�充実

H31

単位：円

平
成
2
7

年
度

H27

10,952,242

H28 H29 H30

P13



【補足資料(1)】

事業名：

担当部署：

　本格運行を開始した。このことにより宇波地区内の交通空白エリアは解消された。

　　運行に向けて、地元のデザインを施した新しい車両（ふくろう号）を購入し、貸与した。

　　宇波地区自治会輸送用車両貸与式 　デザインシール（かじか蛙、塩滝、ふくろう）

生活交通ネットワーク再編事業（実績報告　P14）

市民参画課

平成27年度

　　宇波地区において、26年度の社会実験の結果を踏まえ、自治会輸送活動の2度目の社会実験を行い3月より

14



（管理シートP7）

○事業費

○事業内容・課題等

平
成
3
1
年
度

次年度で�対応

平
成
3
0
年
度

次年度で�対応

平
成
2
9
年
度

次年度で�対応

平
成
2
8
年
度

　　JR�ダイヤ改正に合わせた運行ダイヤ
�見直しと新しい路線「市街地循環バス」を
運行した。
　「わかりやすく、利用しやすいバス」を目
指して、バス車内に降車案内表示盤を５台
設置したほか、８月に高齢者向けバス�乗
り方教室を開催した。また、４月から運転免
許証自主返納者に対するバス�減額利用
制度を導入した。
　さらに、交通�需要や地域�実情に応じ
た公共交通�見直しを行い、安心して暮ら
せる生活交通ネットワーク�構築を図る。

　生活交通ネットワーク�再編を行って
いるが、利用者�依然減少傾向にあ
る。
　引き続きバス路線�見直しを進めると
共に、高齢者がバスを利用しやすい環
境整備、利用促進�ため�モビリティマ
ネジメントや公共交通サービス�充実を
図っていくことが必要がある。

利用者から�反応�、概ね良
好で�あるが、まだ検討�余
地�あると考えられる。

有
次年度で�対応

実情に応じた公共交通�見直
しを行っていく。

資料

平
成
2
7
年
度

　広域生活バスを中心とした生活交通ネッ
トワーク�再編を行い、持続可能な公共交
通を確立する。
　JR�ダイヤ改正に合わせ、運行ダイヤ�
見直しを行った。また、バス停を６箇所新設
し、地域住民�利便性�向上を図った。
　利用促進にむけて、８月に高齢者を対象
としたバス�乗り方教室�開催、市街地循
環バス�社会実験に合わせて、バスを利
用したお出かけプランを作成しバス�利用
促進を図った。

　少子化による通学生�利用�減少と
運転免許を保有する高齢者�増加によ
り、バス�利用者が年々減少�傾向に
ある。
　利用しやすいバスを目指してバス路線
�見直し等を進めるとともに、市民にも
バス�必要性を考えてもらい利用につ
ながるようなモビリティマネジメントを進
める必要がある。

利用者から�反応�、概ね良
好で�あるが、まだ検討�余
地�あると考えられる。

有
次年度で�対応

実情に応じた公共交通�見直
しを行っていく。

取り組み内容・成果 課題等 市民・利用者･関係者等�反応

223,768,903 229,200,392

具体的な施策 (3)-①公共交通�充実

単位：円

H27 H28 H29 H30 H31

基本目標 4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）事業別シート（１）

事業名 イエローバス運行事業（実績報告P14　No.6)

担当部署 市民参画課

15



【補足資料(1)】

事業名：

担当部署：

〈平成27年度〉

〈平成28年度〉

運転免許証自主返納ちらし

イエローバス運行事業（実績報告P14　No.6)

市民参画課

平成27年度

　　　　お出かけプランちらし

16



（管理シートP8）

○事業費

○事業内容・課題等

次年度での対応

次年度での対応

基本目標 4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）事業別シート（１）

事業名 道路改良事業（実績報告P15　No.7）

土木建設課担当部署

課題等 市民・利用者･関係者等の反応

国からの交付金の減額、用地交渉の長
期化により、事業の進捗が遅延する。

平
成
3
1
年
度

国からの交付金の減額、用地交渉の長
期化により、事業の進捗が遅延する。

平
成
2
9
年
度

平
成
3
0
年
度

交通アクセスの向上を図るため以下の路
線の道路改良を進めた。
・本町御笠線
・杉谷線
・中島津田平線
・下ノ原２号線
・木戸川東線
・安来港飯島線
・山根１号線

平
成
2
8
年
度

交通アクセスの向上を図るため以下の路
線の道路改良を進めた。
・本町御笠線
・杉谷線　　　　　　・山根１号線
・中島津田平線　 ・未明政線
・下ノ原２号線
・木戸川東線
・安来港飯島線

資料

有

有

取り組み内容・成果

地元等から早期完成を求めら
れている。

引き続き、事業を進める。

次年度での対応

地元等から早期完成を求めら
れている。

次年度での対応
引き続き、事業を進める。

次年度での対応

具体的な施策 (3)-②道路ネットワークの整備

H31

単位：円

平
成
2
7
年
度

H27

226,917,978

H28

280,166,714

H29 H30

17



【補足資料(1)】

事業名：

担当部署：

道路改良事業（実績報告P15　No.7）

土木建設課

平成27年度、28年度

山根１号線道路改良

杉谷線道路改良

主要事業位置図 安来市 建設部 土木建設課

凡 例

交付金

起 債 事

中島津田平線道路改良

木戸川東線道路改良

下ノ原２号線道路改良

本町御笠線道路改良

安来港飯島線道路改良

未明政線道路改良

18



○基本目標

○具体的な施策

○重要業績評価指標（以下「KPI」という。）

指標名

基準値 目標値

○事業内容

事業名

(1) 詳細�事業別シートP追加1、2を参照のこと

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

○KPIの状況

○創生総合戦略推進会議の効果検証・意見等

○備考

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）管理シート

24箇所（累計）

4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

5箇所（H27）

地域ビジョンの作成地域数

(2)地域の拠点づくり

地区交流センター活性化事業（実績報告P14　No.4）

7

平成27年度

平成28年度

単位：組

○ △

H27 H28 H29 H30 H31

5 2

5

単年度

期間中集計

内部評価

外部評価

達成　・　未達成

○

平成29年度

平成30年度

平成31年度
（総合評価）

追加　1



○基本目標

○具体的な施策

○重要業績評価指標（以下「KPI」という。）

指標名

基準値 目標値

○事業内容

事業名

(1) 詳細�事業別シートP追加3、4を参照のこと

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

○KPIの状況

○創生総合戦略推進会議の効果検証・意見等

○備考

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）管理シート

各館3回（毎年）

4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

各館平均１回(H27)

交流センターでの「地域づくり」に関する講座開催数

(2)地域の拠点づくり

地区交流センター活性化事業（実績報告P14　No.4)

18

平成27年度

平成28年度

単位：組

○ △

H27 H28 H29 H30 H31

16 18

16

単年度

期間中集計

内部評価

外部評価

達成　・　未達成

○

平成29年度

平成30年度

平成31年度
（総合評価）

追加　2



○基本目標

○具体的な施策

○重要業績評価指標（以下「KPI」という。）

指標名

基準値 目標値

○事業内容

事業名

(1) 詳細�事業別シートP追加　5、6を参照のこと

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

○KPIの状況

※H27年度�集落支援を行う臨時職員を配置した
○創生総合戦略推進会議の効果検証・意見等

○備考

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）管理シート

16人(H31)

4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

-人（H27）

集落支援員の配置

(2)地域の拠点づくり

集落支援員事業（※実績報告　P14　No.4）

　　　※平成27年度�地区交流センター活性化事業として実施

     ※平成28年度新規事業として独立

2

平成27年度

平成28年度

単位：組

○　※ △

H27 H28 H29 H30 H31

0 2

0

単年度

期間中集計

内部評価

外部評価

達成　・　未達成

○　※

平成29年度

平成30年度

平成31年度
（総合評価）

追加　3



（（（（管理管理管理管理シートシートシートシート　　　　PPPP追加追加追加追加　1）　1）　1）　1）

○事業費

○事業内容・課題等

次年度での対応

次年度での対応

基本目標 4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）事業別シート（１）

事業名 地区交流センター活性化事業（実績報告P14　No.4）

地域振興課担当部署

課題等 市民・利用者･関係者等の反応

　地域住民が地域の将来像を自分たち
で作り、それに向かって動いていくという
機運の醸成に向けての仕掛けが難し
い。交流センター職員が地域性を考慮
し、常に試行錯誤をしながら取り組んで
いるが、ノウハウの共有・蓄積をしていく
必要がある。

平
成
3
1
年
度

　地域ビジョンを作成したあとの動きをど
う作り出していくのか、作成過程から動
きをイメージした呼びかけや関わり方を
提示していく必要がある。
　研修派遣事業�、県外の専門的な研
修を対象としているがハードルが高いよ
うに思われ、気軽に参加してもらえるよ
うな工夫が必要。

平
成
2
9
年
度

平
成
3
0
年
度

“人づくり”の拠点である交流センターが、
地域住民とともに地域の課題を掘り下げ、
その解決に向けた学習・実践活動を行い、
特色ある地域づくりにつなげていく。
　広瀬、比田・東比田、西谷、母里の５館・４
地区が地域ビジョンを作成した。

平
成
2
8
年
度

“人づくり”の拠点である交流センターが、
地域住民とともに地域の課題を掘り下げ、
その解決に向けた学習・実践活動を行い、
特色ある地域づくりにつなげていく。
　宇波、赤屋の２館・２地区が地域ビジョン
を作成した。

資料取り組み内容・成果
選定委員会事業評価より

地域振興に�、いろいろな切り口があり、公民
館機能を有した地域づくりを進めていくに�、ど

のような学びの機会を仕掛けて、受け身から当
事者に変えていくが重要。

交流センターを中心として、地
域課題に対する学びの場をつく
り、解決に向けた学習・実践活
動を行っていく。

次年度での対応

実践発表会参加者より
行政職員が地域の実情をよく見ること。地域の
方と課題を共有し、地域の方の実践を支援する

こと。地域の人にどれだけその気（やる気）に
なってもらえるか。

次年度での対応
引き続き、交流センターと行政
職員が一緒になり、地域の方と
ともに地域課題に対してどう解
決していくか共に動いていく。

次年度での対応

具体的な施策 (2)地域の拠点づくり

H31

単位：円

平
成
2
7
年
度

H27

1,768,866

H28

1,195,791

H29 H30

追加　1



【補足資料(1)】

事業名：

担当部署：

＜平成２７年度事業の概要＞

＜平成２８年度事業の概要＞

【地域ビジョン（比田地区）】

地区交流センター活性化事業（実績報告P14　No.4）

地域振興課

平成27年度

（１）地域ビジョン作成支援事業（上限80千円）
　　　実施館：広瀬、比田・東比田、西谷、母里（５館・４地区）
（２）地域力醸成企画提案事業（上限200千円）
　　　実施館：島田、荒島、下山佐、奥田原、井尻（５館）
（３）研修派遣事業（上限100千円）
　　　実施館：宇賀荘、山佐、宇波（３館）
（４）実践発表会：H28.2.19（金）　参加者：154名
（５）選定委員会　年３回開催

（１）地域ビジョン作成支援事業（上限80千円）
　　　実施館：宇波、赤屋（2館）
（２）地域力醸成企画提案事業（新規：上限200千円、継続100千円）
　　新規実施館：十神、赤江、母里（3館）
　　継続実施館：島田、荒島、下山佐（3館）
（３）研修派遣事業（上限100千円）
　　　実施館：飯梨（１館）
（４）実践発表会：H29.2.5（日）　参加者：248名
（５）選定委員会　年３回開催

追加　2



（（（（管理管理管理管理シートシートシートシート　　　　PPPP追加追加追加追加　2）　2）　2）　2）

○事業費

○事業内容・課題等

次年度での対応

次年度での対応

基本目標 4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）事業別シート（１）

事業名 地区交流センター活性化事業（実績報告P14　No.4)

地域振興課担当部署

課題等 市民・利用者･関係者等の反応

事業の量と質を整理し、社会教育活動
から地域づくりへつながるように、PDCA
サイクルを意識した事業の運営が求め
られる。

平
成
3
1
年
度

事業の量と質を整理し、社会教育活動
から地域づくりへつながるように、PDCA
サイクルを意識した事業の運営が求め
られる。

平
成
2
9
年
度

平
成
3
0
年
度

　地域コミュニティの中核である地区交流セ
ンターを中心に、地域振興事業や社会教育
活動を通じて地域力の醸成を図るため、事
業を委託する。
　それぞれの地域で特色ある取り組みを
行っている。

平
成
2
8
年
度

　地域コミュニティの中核である地区交流セ
ンターを中心に、地域振興事業や社会教育
活動を通じて地域力の醸成を図るため、事
業を委託する。
　それぞれの地域で特色ある取り組みを
行っている。

資料

有

有

取り組み内容・成果

・交流センターの取り組み
事業がマンネリ化しないよう、
常に見直しをして取り組んでい
る。

目的・ねらいを意識した事業の
実施を交流センター職員と行政
職員が共に考えていく。

次年度での対応

・交流センターの取り組み
地域住民が集う仕掛けの充実
を検討。

次年度での対応
事業をすることが目的とならな
いように、事業立案の支援を行
う。

次年度での対応

具体的な施策 (2)地域の拠点づくり

H31

単位：円

平
成
2
7
年
度

H27

13,580,000

H28

13,580,000

H29 H30

追加　3



【補足資料(1)】

事業名：

担当部署：

　　　荒島交流センター　タブレット体験教室 宇賀荘交流センター　料理コンテスト

　　　安田交流センター　通学合宿 東比田交流センター　猿隠山登山

地区交流センター活性化事業（実績報告P14　No.4)

地域振興課

平成27年度

地域住民を対象とした学習会・講演会の開催、地域の資源や人材を活用した地域振興事業、
青少年育成事業、文化活動等、多彩な活動を通じて地域の活性化を図った。

追加　4



（（（（管理管理管理管理シートシートシートシート　　　　PPPP追加追加追加追加　　　　３３３３））））

○事業費

○事業内容・課題等

次年度での対応

次年度での対応

基本目標 4.多種多様な魅力的な"地域（じげ）"を形成する

安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　重要業績評価指標（KPI）事業別シート（１）

事業名 集落支援員事業（※実績報告　P14　No.4）

地域振興課担当部署

課題等 市民・利用者･関係者等の反応

平
成
3
1
年
度

　集落支援員の位置づけや役割、動き
について、個々の力によるところが大き
いので整理が必要。

平
成
2
9
年
度

平
成
3
0
年
度

※集落支援員を行う臨時職員を配置

平
成
2
8
年
度

　集落支援員を２地域に各１名を配置。
　宇波地域で�、自治会輸送が軌道に乗
り、それを活用して、交流センターを拠点と
して人が集まる催しを開催。地域内のコミュ
ニケーションが活発化してきている。
 伯太地域で�、各地域ごとの課題への対
応、学校・家庭・地域が連携をして子どもの
たちの育ちを支えていく取り組みを推進し
ている。

資料

有

取り組み内容・成果

次年度での対応

配置した地域において�評価
�良好。

次年度での対応
中山間地域で特に集落対策が
必要な地域への配置を検討。

次年度での対応

具体的な施策 (2)地域の拠点づくり

H31

単位：円

平
成
2
7
年
度

H27 H28

3,250,836

H29 H30

追加　5



【補足資料(1)】

事業名：

担当部署：

＜目的＞

＜職務＞

（１）地域等の状況調査及び点検に関すること。

（２）地域等の課題の把握及び抽出に関すること。

（４）地域等の課題解決に関する各種取組の発案及び支援に関すること。

（５）住民、地域・関係団体及び市などと連携し、集落対策を推進すること。

集落支援員事業（※実績報告　P14　No.4）

地域振興課

平成27年度

地域、地区又�集落の課題を住民自らの課題としてとらえることにより、住民、地域・関係団体、
行政などが連携した取り組みを行えるよう、人口、世帯数等の社会的条件及び地形等の地理的
条件を考慮し集落支援員を配置する。

（３）地域等のあり方及び地域等の活性化に関する協議、話し合いにおける助言及び支援に
　　　関すること。

追加　6



 平成28年度　安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　実施計画及び実績報告書

基本目標１

指標

基準値

目標値

※基準値�、出生届�数（4月～3月）

1 (1) 継続

「�ぴこ交流サロン」を
通じた成婚数
基準値：0組（H26）
目標値：50組（累計）

778,379 成婚数1組 △ 継続
定住企画
課

2 (2)-① 拡充

一般不妊治療費助成件
数
基準値：54人（H26）
目標値：60人（平均）

4,311,700

一般不妊治療費助成件
数：41件
特定不妊治療費助成件
数：29件

○ 継続
子ども未来
課

3 (2)-① 継続

子宮頸がん検診受診者
数
基準値：818人（H26）
目標値：940人（平均）

29,960,374
子宮頸がん検診受診者数
992人(平均） ○ 継続

いきいき健
康課

№ 施策№ 事業名 事業概要

がん対策事業
集団及び個別によるがん
検診�実施

若い世代�結婚・出産・子育てを”支援（てご）”する

策定時 変更後

出生数

267人（H25）

不妊治療助成事業

不妊治療を受けている夫
婦に対し、保険適用�一
般不妊治療及び検査、人
工授精等�自己負担額�
一部助成について事業�
拡充を図る。
特定不妊治療費について
�、島根県�上乗せ助成
を行う。

272人（H27～H31年平均）

次年度へ
�対応

担当部課名

結婚活動支援事業
結婚相談�実施、出会い
�場�創出、婚活サポー
ター養成セミナー�実施等

新規・継
続・拡充

重要業績評価指標 決算額 事業�実績
内部
評価

外部
評価

◆○×式評価�評価方法

◎：非常に効果的であった（実績が目標を上回った場合など）

○：相当程度効果があった（実績�目標を上回ること�なかった

が、目標�７～８割達成又�最終的に達成できる見込みがある

場合など）

△：効果があった（実績�目標を上回らなかったが基準よりも改

善された場合など）

×：効果がなかった又�少なかった（実績が基準よりも下回った場合



4 (2)-① 継続

�じめて�子育て講座
�受講者数
基準値：41人（H26）
目標値：40人（平均）

387,753

受講者数
　�じめて�子育て講座：
42組
　ほっとひといき講座：17
組

◎ 継続
子ども未来
課

5 (2)-① 継続

認定こども園へ�移行
数
基準値：0箇所（H26）
目標値：14箇所（H31）

204,862,673
　認定こども園　　10施設

（平成28年度移行数　９施
設）

◎ 継続
子ども未来
課

6 (2)-② 継続

子育て支援センター利用者
数(基幹型・地域型）
※つどい�広場利用者含
む
基準値：607人/月（H26）
目標値：607人/月（毎年）

3,186,173
プレイルーム利用者数：
3,067人(256人/月） ○ 継続

子ども未来
課

7 (2)-② 継続

ファミリーサポートセン
ター利用者数（小学1～
6年生）
基準値：12人/週（H26）
目標値：25人/週（H31）

6,200,000
利用者数：1,445人（28
人/週） ◎ 継続

子ども未来
課

8 (2)-② 継続

放課後児童クラブ利用
数
基準値：275人/年
（H26）
目標値：416人/年
（H31）

64,448,996 338人/年 ○ 継続
教育総務
課

子育て講座事業
初めて子育てをする保護
者�育児不安・ストレス�
解消を図るため臨床心理
士等による講座�開催

認定こども園運営事
業

保護者�就労状況に係ら
ず、柔軟に子どもを受け入
れられる認定こども園へ�
移行を推進する。
休日保育事業を統合したも
�

子育て支援センター
事業

育児相談、イベント・子育て
セミナー等を実施する。

ファミリーサポートセ
ンター事業

育児に関する会員同士に
よる相互援助活動へ�支
援

放課後児童健全育成
事業

保護者が労働等により日
中留守している家庭�小
学生児童を預かり、児童�
健全育成事業を実施

№ 施策№ 事業名 事業概要
次年度へ
�対応

担当部課名
新規・継
続・拡充

重要業績評価指標 決算額 事業�実績
内部
評価

外部
評価



9 (2)-② 継続 利用者数300人 120,960
子育て支援マップ（ウェブ
サイト）�拡充を図った △ 継続

子ども未来
課

10 (3) 継続

未就学児�英語に親し
む活動�実施率（定期
的に外国語指導助手を
巡回させる幼稚園、認
定こども園�割合）
基準値：-%（H26）
目標値：100%（H31）

17,953,000

平成２７年度９月より就学
前児へ�巡回指導を開始
実施：幼稚園４
認定子ども園１
基準値：31.3％（H27)
目標値：100％（H31)

◎ 継続 学校教育課

11 (3) 継続

全国学力調査�児童・
生徒質問紙�回答�割
合（質問：今住んでいる
地域�行事に参加して
いますか）
基準値：小学生85.1%/
中学生54.6%（H26）
目標値：小学生90.0%/
中学生60.0%（H31）

6,923,000

小学校85.2%
中学校54.6%

ふるさと教育を各学年で
年間35時間以上実施
転入教職員ふるさと教育
研修1回実施
学社連携講座1回実施

講師を招いて伝統文化で
ある安来節踊りや銭太鼓
などを体験し、学んだ成果
を地域で発表
幼稚園など４　小学校１７
中学校３

△ 継続 学校教育課

みんなで子育て応援
事業

独自�婚姻届、子育て支
援マップ�作成、出生に伴
う記念品�贈呈など※子
育ておでかけマップ�構築
�H27年度。H28年度以降
�運営

外国語指導事業

市内�各小中学校及び幼
稚園に外国語指導助手
（ALT）を派遣し、児童・生
徒�国際理解を促進する

しまね�子育て協働
プロジェクト事業

児童・生徒がふるさと安来
�豊かな自然、歴史、文化
に触れる各事業を実施

内部
評価

外部
評価

次年度へ
�対応

担当部課名№ 施策№ 事業名 事業概要
新規・継
続・拡充

重要業績評価指標 決算額 事業�実績



平成28年度　安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　実施計画及び実績報告書

基本目標２

指標

基準値

目標値

※基準値�総務省統計局「住民基本台帳人口移動報告」

1 (1)-① 継続 11,561,000 継続
商工観光
課

2 (1)-① 継続 4,336,536 継続
商工観光
課

3 (1)-① 継続 64,357,000 ◎ 継続
商工観光
課

±0人（H27～31年平均）

№ 施策№ 事業名 事業概要

産業振興により、若者に魅力ある雇用�場を創出する

策定時 変更後

20代�社会移動

次年度へ
�対応

担当部課名

も�づくり企業技術開
発等支援事業

特殊鋼関連産業と�取引
拡大につながる開発経費、
成長分野に進出するため
�経費�一部を補助

企業立地促進奨励金
事業

企業等�新設、増設又�
移転について、企業�投
下固定資本に係る固定資
産税を奨励金として交付

企業立地雇用促進奨
励金事業

企業等�新設、増設又�
移転について、増加固定
資本総額、空き工場等�
賃借料�一部、新規雇用
者�人数に応じた金額を
奨励金として交付する

新規・継
続・拡充

重要業績評価指標 決算額 事業�実績
内部
評価

外部
評価

企業誘致及び立地促進
による新規雇用者数
基準値：41人（H22～
H26）
目標値：100人（累計）

新技術等�開発や取引
拡大�支援件数
基準値：4件（H26）
目標値：30件（累計）

・も�づくり企業技術開発
等支援事業
　　支援件数　３件
・企業立地促進奨励金事
業
　　支援件数　２件
・企業立地雇用促進奨励
金事業
　　支援件数　５件
・工業団地整備事業
　　新たな工業団地�測
量調査設計、用地測量を
行った（繰越明許）
・中山間地域等雇用基盤
強化支援事業　０件
・貸工場整備事業　事業
�制度化

企業誘致及び立地促進に
よる新規雇用者数
実績：79人（累計）

新技術等�開発や取引
拡大�支援件数
実績：19件（累計）

-58人（H25）

◆○×式評価�評価方法

◎：非常に効果的であった（実績が目標を上回った場合など）

○：相当程度効果があった（実績�目標を上回ること�なかったが、

目標�７～８割達成又�最終的に達成できる見込みがある場合

など）

△：効果があった（実績�目標を上回らなかったが基準よりも改善

された場合など）

×：効果がなかった又�少なかった（実績が基準よりも下回った場合

など）

※累計、H31�目標値を事業年数5で割り判断した。



4 (1)-① 継続 20,171,160 継続
商工観光
課

5 (1)-① 新規 0 継続
商工観光
課

6 (1)-① 新規 96,390 継続
商工観光
課

7 (1)-① 継続

ふるさと寄附�返礼品
目数
基準値：41品目（H26）
目標値：70品目（H31）

177,195,181

ふるさと寄附�返礼品目
数
品目122品目（同一商品で
数量が異なる品目を引い
た場合100品目）

寄附金額
136,285,601円

◎ 継続
定住企画
課

中山間地域等において企
業�新たな設備投資を支
援
※県事業

貸工場整備事業

企業�要望に応じて設計・
建築する安来市オーダーメ
イド貸工場等条例及び施
行規則を制定

№1～3と同じ №1～3と同じ
№1～3
と同じ

№ 施策№
内部
評価

外部
評価

次年度へ
�対応

担当部課名事業名 事業概要
新規・継
続・拡充

重要業績評価指標 決算額 事業�実績

ふるさと寄付推進事
業

お礼�品を充実すること
で、特産品�販路�拡大と
安来�PRを推進する

工業団地整備事業
新規に工業団地を整備し、
企業を誘致

中山間地域等雇用基
盤強化支援事業



8 (1)-② 継続 3,845,000 ○ 継続
農林振興
課

9 (1)-② 継続 13,380,000 ○ 継続
農林振興
課

10 (1)-② 継続 10,856,778 ○ 継続
農林振興
課

11 (1)-② 新規 45,770,400 ○ 継続
農林振興
課

12 (1)-② 継続 №13～17と同じ 7,386,360 №13～17と同じ
№13～
17と同
じ

継続
農林振興
課

外部
評価

次年度へ
�対応

担当部課名№ 施策№ 事業名 事業概要
新規・継
続・拡充

重要業績評価指標 決算額 事業�実績
内部
評価

就農・定住パッケージ
事業

ＵＩターンによる新規就農及
び地域定住�促進を図る
ため、就農研修生及び認
定新規就農者を対象に定
住促進賃貸住宅を整備

林業活性化事業
高性能林業機械�導入及
び木材�搬出経費�一部
に補助金を交付

新農林水産振興がん
ばる地域応援総合事
業

「やすぎ地域特産物�産地
活性化と地産地消�推進」
プロジェクトへ�支援、新
規就農者�施設整備へ�
支援

集落営農組織数
基準値：49組織（H27）
目標値：59組織（H31）

新規就農者数
基準値：11人（H20～
H26）
目標値：20人（累計）

認定農業者数
基準値：102組織（H27）
目標値：121組織（H31）

集落営農組織数
実績値：57組織（H28年度
末）

新規就農者数
実績値：2人

認定農業者数
実績値：93組織（H28年度
末）

農山漁村活性化プロ
ジェクト支援交付金

農業協同組合が行うリース
方式�園芸施設整備に要
する経費へ�補助金交付

新規就農研修事業
就農希望者等へ�短期農
業体験�実施、新規就農
者研修へ�支援



13 (1)-② 新規 7,996,320 継続
農林振興
課

14 (1)-② 新規 501,337 継続
農林振興
課

15 (1)-② 継続 3,000,000 継続
農林振興
課

16 (1)-② 継続 1,032,000

太陽光発電システム
住宅用 13件
事業所用 0件
ペレットストーブ等　7件
太陽熱利用設備　1件

継続
環境政策
課

17 (1)-② 新規 3,649,752 ・間伐材購入量　337.94ｔ

継続
※29年度
以降�
チップ販
売業者が

購入

文化ホール
準備室

中間土場整備事業

山から切り出した原木�適
切な仕分・積み替えによ
り、効率的な出荷体制構築
とＣＤ材�バイオマス利用
�促進を図る為、中間土
場を整備

特用林産物振興事業
しいたけ原木・種駒購入に
係る経費�1/3以内を支援
（100円未満切り捨て）

みどり�担い手確保
緊急対策事業

作業員就労条件整備事
業、新規参入促進対策事
業�メニューに合わせて補
助金を交付

太陽光発電・ペレット
ストーブ等へ�補助
（ペレットストーブ分）

太陽光発電システム及び
ペレットストーブ等�設置
費�一部を補助し、再生可
能エネルギー�利用促進
による温室効果ガス�排
出抑制を図る。

総合文化ホール�バ
イオマスボイラー�原
材料購入

総合文化ホール�空調熱
源�チップ焚きバイオマス
ボイラー�燃料�もととな
る間伐材を購入し森林資
源�有効活用を図る

№ 施策№ 事業名 事業概要
新規・継
続・拡充

重要業績評価指標 決算額 事業�実績
内部
評価

外部
評価

次年度へ
�対応

担当部課名

・新規林業従事者数1人

・施業集約化促進事業
森林ＧＩＳ導入支援　補助
率：全額

・新植支援事業　1.7ha�
新植　　補助率：1haあたり
900千円以内

・市産材増産事業　4,380
㎥�搬出　補助率：1㎥あ
たり1千円以内

・林業就労条件整備等に
対する支援を行なった。

・造成・舗装工事　舗装面
積　1,300㎡

○○

（加速化交付金分）
新規林業従事者数
基準値：3人（H26）
目標値：15人（累計）

市産材�活用量（バイ
オマス・公共施設等へ
�市産材活用）1,000立
米

地域おこし協力隊（林
業）
1人



18 (1)-③ 新規

支援事業を通じた新規
創業件数
基準値：-件（H26）
目標値：25件（累計）

（先行型交付金分）
創業支援者数55件

6,600,000

・創業・事業承継セミナー
�開催　３回
・ビジネスコンテストフォ
ローアップ
・チャレンジスペース�運
営
新規創業件数　9件
　　　　（累計　14件）

〇 継続
商工観光
課

19 (2) 継続 1,613,000 継続
商工観光
課

20 (2) 継続 1,620,000 継続
商工観光
課

21 (2) 継続 34,327,990 継続
商工観光
課

22 (2) 継続 565,000 継続
商工観光
課

№ 施策№ 事業名 事業概要
新規・継
続・拡充

重要業績評価指標

新・ご当地グルメ開発
事業

安来市�新しいスタイル�
メニュー�開発

安来節振興事業
安来節演芸館を核とした観
光客へ�PR、各種イベント
及び普及宣伝事業�実施

インバウンド推進事業

米子－ソウル便、DBSク
ルーズフェリー  や大型ク
ルーズ船寄港等外国人誘
致�実施

創業支援事業

創業・事業継承セミナー�
開催、ビジネスコンテスト�
実施、チャレンジスペース
�貸し出し、アドバイザー
�雇用

誘客推進事業

月山富田城誘客推進、観
光ボランティアガイド、公共
サイン�整備、観光施設�
バリアフリー化及び多言語
表示�実施

決算額 事業�実績
内部
評価

外部
評価

次年度へ
�対応

担当部課名

観光入込客数
基準値：128.7万人
（H27）
目標値：145万人（平均）

（誘客推進事業分）
月山周辺観光施設（絣
センター・歴史資料館）
入込数20,000人

（新・ご当地グルメ開発
事業）
メニュー提供店舗数：5
店舗

観光入込客数
H28　 1,560,370人

（誘客推進事業分）
月山周辺観光施設（絣セ
ンター・歴史資料館）入込
数34,100人

新・ご当地グルメ
「安来ドジョウ寿司」
H29.3.24スタート
提供店舗数：5店舗

◎



23 (2) 継続 5,300,000 継続
商工観光
課

24 (2) 継続 7,000,000 継続
商工観光
課

25 (3) 継続

求職・求人ポータルサイ
ト「中海圏域就職ナビ」
「中海圏域ワークネット」
など登録事業所数
基準値：32社（H26）
目標値：100社（H31）

1,394,183 登録事業者数39社 ○ 継続
定住企画
課

№ 施策№ 事業名 事業概要
新規・継
続・拡充

重要業績評価指標 決算額 事業�実績
内部
評価

花火大会、市指定無形文
化財事業、仁輪加・安来節
公演、自治会ステージへ�
支援

月�輪まつり振興会
補助事業

やすぎ刃物まつり事
業

ハガネ�街安来�PR及び
中心市街地活性化を図る

就労支援事業

企業と新卒学生と�情報
提供�場�設置、求職・求
人サイトへ�登録企業�
拡充を図る

№19～22と同じ №19～22と同じ
№19～
22と同

じ

外部
評価

次年度へ
�対応

担当部課名



平成28年度　安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　実施計画及び実績報告書

基本目標３

指標

基準値

目標値

※基準値�総務省統計局「住民基本台帳人口移動報告」

1 (1) 拡充 112,917,333 継続
定住企画
課

2 (1) 拡充 5,850,000 継続
定住企画
課

3 (1) 新規 46,012,000 ◎ 継続
建築住宅
課

30代�社会移動

-71人（H25）

+26人（H27～31年平均）

住環境を向上し、市民�定住意識を高める

策定時 変更後

外部
評価

次年度へ
�対応

担当部課名№ 施策№ 事業名 事業概要
新規・継
続・拡充

重要業績評価指標

補助件数　182件

・住宅取得　82件
・増改築 24件
・家賃助成　66件
・中古住宅取得事業　3件
・地域産材利用　7件

定住推進支援事業助成
金活用市内定住者数188
人

◎

定住推進支援事業
（地域産材分）

定住推進支援事業�中
で、地域産材を使用した場
合に補助することにより、
林業振興を図る

民間賃貸住宅建設助
成事業

定住�促進及びまちなか
居住�推進を目的として、
新築賃貸住宅�建設に係
る費用�一部を助成※県
事業

決算額 事業�実績
内部
評価

定住推進支援事業

空き家改修補助事業、定
住促進支援補助事業、3世
代世帯定住推進補助事業
を統合拡充したも�

住宅支援�補助件数
基準値：3件（H26）
目標値：550件（累計）

（３世代世帯定住推進
支援事業分　先行型交
付金分）
助成金活用市内定住者
数45人

◆○×式評価�評価方法

◎：非常に効果的であった（実績が目標を上回った場合など）

○：相当程度効果があった（実績�目標を上回ること�なかったが、

目標�７～８割達成又�最終的に達成できる見込みがある場合

など）

△：効果があった（実績�目標を上回らなかったが基準よりも改善

された場合など）

×：効果がなかった又�少なかった（実績が基準よりも下回った場合

など）

※累計、H31�目標値を事業年数5で割り判断した。



4 (1) 継続

空き家バンク登録住宅
�活用件数
基準値：12件（H26）
目標値：50件（累計）

0
空き家バンク登録住宅�
活用件数15件（H26から継
続分含む）

△ 継続
定住企画
課

5 (2) 新規

相談窓口を通じた移住
者数
基準値：28人（H26）
目標値：126人（毎年）

7,166,004
相談窓口を通じた移住者
数
100人

○ 継続
定住企画
課

6 (3) 継続

事業を利用した空き店
舗へ�出店数
基準値：2件（H22～
H26）
目標値：10件（累計）

6,980,000
支援件数　8件
うち空き店舗へ�出店支
援4件

◎ 継続
商工観光
課

7 (4)-① 継続
自主防災組織数
基準値：35組織（H26）
目標値：45組織（H31）

523,000

新規設立組織　4
実績値：38組織（累計）
自主防災組織育成補助
金
交付　10組織

△ 継続
危機管理
課

8 (4)-① 継続
消防団員数
基準値：720人（H26）
目標値：720人（H31）

77,890,516

各種訓練及び消防学校へ
�研修派遣を行った。消
防団員�各種訓練実施。
女性団員�応急手当普
及員�資格を取得し、消
防職員とともに応急手当
�普及活動を行った。

消防団員数：712人

△ 継続
消防総務
課

№ 施策№ 事業名 事業概要
新規・継
続・拡充

重要業績評価指標 決算額 事業�実績
内部
評価

空き家情報登録制度
（空き家バンク）

市内空き家�有効活用�
ため、所有者と入居希望者
�マッチングを行う

定住サポートセンター
事業

外部
評価

次年度へ
�対応

担当部課名

定住に必要な仕事・住ま
い・生活情報を一元的に収
集・提供すると共に、定住
相談、定住後�アフター
フォロー�実施など定住対
策�ワンストップ化

商業再生支援事業

空き店舗で�出店に際し
家賃及び改装費�一部を
助成。中山間地域で�店
舗整備及び移動販売車購
入に係る経費�一部を助
成

自主防災組織支援事
業

自主防災組織活動支援�
ため�補助やリーダー育
成�ため�講習会�開催

消防団体制�構築事
業

消防団員�教育訓練等�
実施。消防団施設整備及
び体制�構築



9 (4)-② 継続
消防団員数
基準値：720人（H26）
目標値：720人（H31）

1,440,000
補助対象事業所：３事業
所、利用人数：４人 △ 継続 介護保険課

10 (4)-② 継続

医学生、看護学生奨学
制度を活用して市内医
療機関等に勤務する人
数
基準値：4人（H26）
目標値：12人（累計）

1,120,000
奨学金利用者数：3名
市内医療機関等へ�勤
務者数：8名（累計）

△ 継続 いきいき健康課

11 (4)-③ 再掲

胃がん検診受診者数
基準値：904人（H26）
目標値：1,480人（H31）

大腸がん検診受診者数
基準値：1,945人（H26）
目標値：2,070人（H31）

29,960,374

胃がん検診受診者数
701人
大腸がん検診受診者数
1,813人

×

○

継続 いきいき健康課

外部
評価

次年度へ
�対応

担当部課名№ 施策№ 事業名 事業概要
新規・継
続・拡充

重要業績評価指標 決算額 事業�実績
内部
評価

福祉専門学校就学補
助事業

市内事業所�介護従事者
が介護福祉士�資格を取
得する際に事業主へ補助
を実施（補助率3/10　上限
月額3万円）

医師・看護師確保対
策事業

将来市内医療機関等へ�
従事を希望する医学生、看
護学生へ奨学金を貸与

がん対策事業【再掲】
集団及び個別によるがん
検診�実施



平成28年度　安来市まち・ひと・しごと創生総合戦略　実施計画及び実績報告書

基本目標４

指標

基準値

目標値

※基準値�、H26総合計画�アンケート結果

1 (1)-① 継続

地域おこし協力隊制度
による移住者
基準値：-人（H26）
目標値：12人（累計）

12,889,254
地域おこし協力隊制度に
よる移住者
4人（家族含む）

○ 継続
農林振興
課

2 (1)-② 新規 45,770,400 継続
農林振興
課

3 (1)-② 継続 10,856,778 継続
農林振興
課

多種多様で魅力的な”地域（じげ）”を形成する

策定時 変更後

担当部課名№ 施策№ 事業名 事業概要
新規・継
続・拡充

重要業績評価指標

安来市へ�愛着度

62.3％（H26）

70％（H30）

新規就農者数
基準値：11人（H20～
H26）
目標値：20人（累計）

新規就農者数　2名

定住促進賃貸住宅整備
比田住宅　1棟
赤江住宅　1棟

新規就農研修事業
【再掲】

就農希望者等へ�短期農
業体験�実施、新規就農
者研修へ�支援

決算額 事業�実績
内部
評価

外部
評価

次年度へ
�対応

○

地域おこし協力隊事
業

市外�人材を積極的に招
致し、地域�活性化等を促
進するとともに、そ�定住
及び定着を図る

就農・定住パッケージ
事業【再掲】

ＵＩターンによる新規就農及
び地域定住�促進を図る
ため、就農研修生及び認
定新規就農者を対象に定
住促進賃貸住宅を整備

◆○×式評価�評価方法

◎：非常に効果的であった（実績が目標を上回った場合など）

○：相当程度効果があった（実績�目標を上回ること�なかったが、

目標�７～８割達成又�最終的に達成できる見込みがある場合

など）

△：効果があった（実績�目標を上回らなかったが基準よりも改善

された場合など）

×：効果がなかった又�少なかった（実績が基準よりも下回った場合

など）

※累計、H31�目標値を事業年数5で割り判断した。



4 (1)-② 継続
新規林業従事者数
基準値：3人（H26）
目標値：15人（累計）

3,000,000

・新規林業従事者数１人

・林業就労条件整備等に
対する支援を行なった。

○ 継続
農林振興
課

5 (2) 新規

地域ビジョン�作成地
域数
基準値：5箇所（H27）
目標値：24箇所（累計）

集落支援員�配置
基準値：-人（H27）
目標値：16人（H31）

交流センターで�「地域
づくり」に関する講座開
催数
基準値：各館平均1回
（H27）
目標値：各館3回（毎年）

（先行型交付金分）
地域づくり実践研修会
参加者200名※H27�

1,195,791

地域ビジョン作成地域数：
7箇所(新規２）

地域づくり講座開催数：18
回。

△ 継続
地域振興
課

6 (2) 新規

集落支援員を配置す
る。
基準値：-人（H27）
目標値：16人（H31)

3,250,836
2名（宇波地区、伯太地
域） △ 継続

地域振興
課

外部
評価

次年度へ
�対応

担当部課名№ 施策№ 事業名 事業概要
新規・継
続・拡充

重要業績評価指標 決算額 事業�実績
内部
評価

みどり�担い手確保
緊急対策事業【再掲】

作業員就労条件整備事
業、新規参入促進対策事
業�メニューに合わせて補
助金を交付

地区交流センター活
性化事業

各地区交流センター単位
で�地域活性化推進、地
域ビジョン�作成、地域
リーダー�研修派遣実施

集落支援員事業

地域、地区又�集落�課
題を住民自ら�課題として
とらえることで、住民、地
域・関係団体、行政などが
連携した取り組みを行える
よう、人口、世帯数等�社
会的条件及び地形等�地
理的条件を考慮し集落支
援員を配置



7 (3)-① 継続
イエローバス利用者数
基準値：36万人（H26）
目標値：36万人（平均）

229,200,392
イエローバス利用者数
323888人 ○ 継続

市民参画
課

8 (3)-② 継続
道路改良延長
基準値：-km
目標値：13.0km（累計）

280,166,719 改良工事延長　L=2.2Kｍ ○ 継続
土木建設
課

№ 施策№ 事業名 事業概要
新規・継
続・拡充

重要業績評価指標 決算額 事業�実績
内部
評価

外部
評価

次年度へ
�対応

担当部課名

イエローバス運行事
業

公共交通機関である生活
バス路線�運行

道路改良事業 道路改良事業



○アンケート○アンケート○アンケート○アンケート    問問問問１１１１集計結果集計結果集計結果集計結果    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○アンケート○アンケート○アンケート○アンケート    問問問問３３３３（（（（自由意見自由意見自由意見自由意見））））    

 

・現状において基本目標４項目はそれなりに機能しうる内容であり、総合戦略立

案時の策は方向性に大きな問題はないと考えられた。 

しかし、リアルな実態と数値が表面化するようになり、特殊出生率の設定自体

が人口減少はやむえない状態であり及ぼす社会的影響が明らかにされるように

なった。（出生率２．０７は夢の夢） 

立案した施策が「変化の幅を小さく、人口減少スピードを鈍らせる」ことにつ

いて、有効の是非についても議論を行うべきと考える。具体的に、高齢者の活

用議論などは社会の支え手、労働者不足の解消に役立ち、社会の激変を鈍化さ

せることができるはずである。こうした取り組み施策に大きく重点シフトする

必要がある。 

ＫＰＩについて、評価の数値の取り扱いが行政の補助金対策答案に見え実態が

わかりづらい。もう少し割引いた評価が創生総合戦略の将来性に役立つのでは

ないか。 

 

・平成２７年度、平成２８年度の実績をふまえて各々のＫＰＩを見直す必要があ

ると思う。また、会議については、全体会議も必要だが、基本目標ごとに委員

会形式の会議を開いて検討してはいかがかと思う。 

 

・事業の絞りこみ、分科会形式等による効果検証は大いに賛成。 
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・会議の進め方：重点項目毎にリーダーを設ける。重点目標に紐付けされた各事

業の担当者とリーダーが定期的にフォローアップミーティングを行いその結果

を報告する。これを受けて審議を行った方が各事業の実情と課題が明確になり、

議論の深度が上がるのではないかと考える。（リーダーは大変だろうが） 

重点目標と各事業との関連：各事業目標に基本目標との関連を追記できれば、

各事業担当者が基本目標を共有できるのではないかと考える。（出来ないものも

あると思うが）例えば基本目標２の№１～６に新規雇用分を入れる等。 

 

・安来市産業支援施策ガイドブックがあるが、市の都合で実行されていない。今

後は足しでの業務を優先することを検討したい。 

 

・必要のない事業はあまりないと思うが、国などの補助金の関係と思いますが似

通った内容の事業が多く、要否を判断するのが難しい項目が多いと感じる。  

 

・「総合戦略の事業としてすすめる必要があるか？」という問いに対して回答しづ

らい部分もあった。項目や数値目標の設定も再確認する必要はあると思う。 

はじめから達成が見込まれる項目を目標としたものもある事は、各課（職員）

の総合戦略に対する認識や理解に大きくズレや差があると思われた。これが何

のためにあるものなのか、目標に向かって何が課題となり何が出来るのか。目

標と手段が混在する事がない様、共通理解と目的意識を持って取り組んでいた

だける様に。（横の連携と内部努力、個人のスキル向上に向けた啓発の機会を設

け、意欲のある人材の確保が更に進むことを期待） 


